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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

〇 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、医薬学や医療分野において重要な薬用資源植物の化学的多様性のゲノム起源を解明する

ことを目的として、甘草やその他の重要な薬用資源植物についてトランスクリプトーム／メタボロー

ム／ゲノムワイドアソシエーション解析等を駆使した機能解析を行い、有効化学成分の生合成や蓄積

の仕組みを明らかにしようとするものである。 

（意見等） 

 本研究は「甘草」など重要な薬用植物等における薬用成分生産の統合ゲノム科学を推進し、植物の化

学的多様性のゲノム起源を明らかにする目的で実施され、以下のとおり期待どおりの成果が得られた。

ウラル甘草の全長 429 メガ塩基対の染色体スケールの高品質ゲノム解読、サポニン生合成に関わる酵

素遺伝子のアッセンブリの確認、イソフラボノイド生合成に関連する遺伝子クラスターの同定が成果

として挙げられる。これらは第三世代シークエンス法にナノテクノロジーを応用した Hi-C 法を取り入

れ、独自に確立した複数プラットフォームによる新たな方法で得られたインパクトの高い研究成果で

ある。さらに、他の薬用植物や重要成分生産についてもそのゲノム基盤を解明し、メタボローム解析に

より成分の生産制御に応用する道を拓いた。本研究は薬用資源植物の統合ゲノム科学を進展させ、植物

成分生産のゲノム起源の解明に貢献するもので、植物製剤による国民の健康や健康寿命の延伸に資す

る等、重要な社会的意義をも有しており、今後、研究成果が活用されることを期待する。 


